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第1章 プロジェクトの概要  

1.1 プロジェクトの背景 

サンタクルス都市圏は、ボリビア第二の規模の都市圏で、同国の経済の中心である。都

市圏人口は年間 2.4%の急速な増加を続けており、現在 1.75 百万人の人口を有する。近

年、サンタクルス県の経済は順調に成長している。 

サンタクルス都市圏では、人口増加と経済成長により車両数と交通需要が増加し、交通

渋滞や公共交通のサービス低下、交通事故と言った様々な都市交通の問題をもたらして

いる。これに加え、排水設備への投資が遅れているために雨天時には街路が浸水し、交

通の状況を悪化させている。 

都市圏の人口密度は低く、中心市街地が高度利用されないまま市街地が郊外に拡大して

いる。土地利用の管理が十分に機能していないことから、都市交通システムが効率的に

は機能していない。 

こうした背景から、ボリビア政府は日本政府にサンタクルス都市圏の都市交通マスター

プランの策定を要請し、「ボリビア国サンタクルス都市圏マスタープラン策定プロジェク

ト」の Record of Discussion （R/D）が 2015 年 12 月 14 日に締結された。 

1.2 プロジェクトの目的と成果 

本プロジェクトの目的は、都市圏内の交通改善に寄与することである。本プロジェクト

による成果は以下の 2 点である。 

 サンタクルス都市圏の交通マスタープラン 

 マスタープラン策定のための技術移転 

1.3 プロジェクトの構成 

本プロジェクトは、以下の項目で構成される。 

 パーソントリップ調査を含む交通調査 

 都市圏及び中心市街地の都市交通改善マスタープランの策定及び戦略的環境アセス

メント（SEA）  

 土地利用計画の改訂の提案  

 ステークホルダー協議（2 回）とセミナー（2 回）の実施  

 交通マスタープランに係る技術移転  

 本邦研修 
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1.4 交通改善マスタープランの概要 

交通マスタープランは以下の 2 本の柱で構成される。 

1） 都市圏の交通マスタープラン 

2） 中心市街地の交通マスタープラン  

1.4.1 計画の期間 

マスタープランの目標年度は 2035 年とする。2020 年を短期目標、2025 年を中期目標と

して、施策の段階的な方針を示す。  

1.4.2 対象区域 

本プロジェクトの対象区域は、サンタクルス都市圏のサンタクルス市、コトカ市、ワル

ネス市、エル・トルノ市、ラ･グアルディア市、ポロンゴ市の 6 市で構成される。2012 年

時点の都市圏人口は 1.75 百万人である。 

対象区域の面積は、サンタクルス県から提供された GIS データによると 6,085 km2 であ

り、詳細は表 1-1 の通りである。  

表 1-1  調査対象都市圏の面積 
市 面積 （km2） 

サンタクルス市 1,275 
コトカ 622 
ポロンゴ 947 
ワルネス 1,321 
ラ・グアルディア 957 
エル・トルノ 963 
合計 6,085 

出典：サンタクルス県によって提供された GIS データをもとに計算 

(1) 都市圏交通マスタープランの対象区域 

都市圏交通マスタープランの対象区域は、本プロジェクトの対象区域と同様である。 

(2) 都市圏中心部の交通マスタープランの対象区域 

都市圏中心部の交通マスタープランの対象区域は、サンタクルス市の市街化地域と、そ

れに隣接する周辺市の市街化地域とする。 
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出典：JICA 調査団

図 1-1 調査対象区域

1.4.3 マスタープランの役割

本プロジェクトのマスタープランが果たすべき役割は以下の通りである。

 対象都市の都市交通システムの将来像を示し、個々の具体的な計画策定や事業実施

の指針とする（青写真）

 交通施設の建設予定地を示し、開発許可や建築規制の指針とする（規制･認可･承認）

 将来像を実現するためのロードマップを示し、必要なプログラムや事業を特定し、

具体的な活動の指針とする（活動計画）

マスタープランには、施策･計画･プログラムのリストだけでなく、その根拠も含まれる。

交通調査や需要予測の結果は重要な参考資料となる。

1.4.4 マスタープランの構造

マスタープランは以下の項目から構成される。

 現状の把握

 ビジョン、基本方針、整備方針、指標

 都市圏･中心部の都市構造

 道路

 公共交通

 交通管理

地域交通計画

開発ポテンシャル

都市構造

効率的交通ネット

■ 国道・県道など広域道路

網

■ バイパス道路、産業道

路

■ 市街地間を結ぶ道路網

■ 郊外鉄道

■ 都市間公共交通

■ バスターミナル

■ 幹線道路の交通安全

都市交通計画

■ 市内幹線道路

■ 市内主要区画道路

■ 都市内公共交通

■ 交通管理

■ 歩行者交通、NMT
■ 都市間公共交通

■ 交差点改良

■ 中心市街地の交通改善

交通実態調査による

課題分析

モビリティ改善
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 歩行者交通（NMT） 

 ゾーン別社会経済フレームワーク 

 道路交通･公共交通の将来需要予測と分析  

本プロジェクトでは、ビジョン、基本方針、整備方針、指標、施策、プログラム･事業を

以下のように設定した。  

表 1-2  マスタープランの構成 
構造 定義 
ビジョン 都市圏における交通システムの改善により実現が期待される将

来像の説明 

基本方針 将来の状況の明確な説明 

整備方針 一般目的の分類 

指標 具体的な目標を達成するための現実的な測定できる目標 

施策（セクター別） プログラムと事業を正当化するための説明 

プログラム･事業 （セクター別） マスタープラン期間中に実施される活動 
出典：JICA 調査団 

1.5 プロジェクト実施体制 

サンタクルス県の公共事業土地利用局（SOPOT）が本プロジェクトの実施責任者である。

本プロジェクトの実施合意書に基づき、ステアリングコミッティとコーディネーション

コミッティが設立された。ステアリングコミッティは、6 市の市長とサンタクルス県の

知事で構成され、本プロジェクトでの提案に対し最終承認をする機関である。コーディ

ネーションコミッティは、公共事業局とサンタクルス県の各局の局長及び 6 市の局長で

構成され、本プロジェクトにおける調整や中間報告書の承認を担当した。 

マスタープランに関する技術協力と能力開発に向けて、中心市街地と都市圏の 2 つのテ

クニカルワーキンググループが設立された。 

本プロジェクトでは、県公共事業土地利用局運輸部が調査団の直接のカウターパートと

して、ワークショップの実施や会議、情報収集などの調整を行なった。運輸部の活動は

R/D の実施体制には記載されていないものの、本プロジェクトの実施管理において重要

な役割を果たした。 

図 1-2 に実施体制図を示す。 
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出典：JICA 調査団 

図 1-2  プロジェクト実施体制 

1.6 実施スケジュール 

本プロジェクトは、当初 2017 年 8 月にファイナルレポートを提出する予定であったが、

交通実態調査が遅延したため、ファイナルレポートの提出期限は 2017 年 11 月末に延期

された。図 1-3 に本プロジェクトの実際のスケジュールを示す。 

ステアリングコミッティ

チェアー：

- サンタクルス県の知事

メンバー：

- 6市の市長

TWG-1: 中心市街地 TWG-2: 都市圏

サンタクルス県公共事業土地利用局運輸部

メンバー

サンタクルス市の技術スタッフ

メンバー

６市の技術スタッフ

コーディネーションコミッティ

チェアー： - サンタクルス県公共事業局局長

メンバー： - 6市の局長

プロジェクトマネジメントオフィス
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出典：JICA 調査団 

図 1-3  本プロジェクトのワークフロー 
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マスタープラン評価

C/C
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1.7 テクニカルワーキンググループの活動

1.7.1 ワークショップ

技術移転の一環として、2016 年の 4 月から 7 月にかけて、原則として週 1 回のテクニカ

ルワーキンググループが実施された。ワークショップでは、調査団の専門家による交通

計画に関するプレゼンテーションや質疑応答が行われた。9 月は本邦研修のため実施さ

れなかったが、10 月以降は C/P 主体のワークショップが実施された。

2016 年 4 月 22 日 2016 年 6 月 24 日

2016 年 8 月 2 日 2016 年 7 月 15 日

2016 年 10 月 14 日 2016 年 11 月 4 日
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1.7.2 都市排水システムのワークショップ 

2016 年 8 月の第 2 週にはサンタクルス市の排水システムをテーマとしたワークショップ

がサンタクルス市の排水課で実施され、24 人の技術者が参加した。この中でサンタクル

ス市からグランデ川に至る運河建設の必要性について意見交換された。 

1.7.3 基礎情報収集 

本プロジェクトでは、TWG を通して以下に示す基礎情報を収集した。 

1. 既往の計画（PDM, PMOT, PLUS） 

2. 組織図、職員数、予算内訳 

3. 面積 

4. 都市･郊外部の境界図 

5. 現在の土地利用図 

6. 学校のリスト及び位置図と学校種別の学生数 

7. 大学のリスト及び位置図と学生数 

8. 観光名所のリスト及び位置図 

9. 公共交通の料金システム 

10. 道路事業･公共交通事業のリスト 

11. 登録車両台数 

1.7.4 交通需要予測の能力開発研修 

本プロジェクトでは、需要予測のモデリングに CUBE Voyager を使用した。ソフトの使

用を含めた需要予測について、以下のように研修を実施した。 

 日付 内容 
1 2017 年 4 月 12 日 道路（all-or-nothing assignment）や公共交通配分のため、ネットワー

ク、公共輸送ルート、OD マトリックスから成り立つ単純モデルを実

演した。 
2 2017 年 4 月 30 日 高速道路ネットワークや公共交通機関システムの費用関数を取り入

れ、単純モデルの更新を実演した。 
3 2017 年 5 月 19 日 高速道路配分と輸送配分のリングが説明され、2 つのモジュールを

反復するためのループプログラムを実演した。  
また、本プロジェクトの需要予測モデルの概要を説明した。 

4 2017年 11月 20～22日 本プロジェクトの需要予測モデルについて詳細に解説した。 

1.7.5 コーディネーションコミッティ 

コーディネーションコミッティは、以下の通り本プロジェクト期間中 3 回実施された。 
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 日付 内容 会場 
1 2016 年 4 月 8 日 インセプションレポートの議論 サンタクルス県庁舎 
2 2016 年 8 月 24 日 プログレスレポートの議論 サンタクルス県庁舎 
3 2017 年 2 月 17 日 インテリウムレポートの議論 サンタクルス県庁舎 

1.8 セミナー 

下記のセミナーが開催された。各市及びサンタクルス県の職員、NGO、教育機関の教員、

近隣地域の代表者、運輸業者が招待された。 

 日付 内容 会場 
1 2016 年 3 月 17 日 プロジェクトの導入 サンタクルス県の庁舎 
2 2016 年 4 月 19 日 運輸マスタープランの必要性 環境教育センター （CEA） 
3 2016 年 12 月 6 日 交通調査の予備結果 環境教育センター （CEA） 

1.9 GIS データの整備 

本案件における GIS データの活用方法は下記の通りである。 

 社会経済データの地理分布による現況の分析 

 ゾーンごとの需要予測結果による社会経済データの将来推計 

 マスタープラン実施効果の推定結果の地理情報への反映 

 土地利用区分を視覚化した土地利用計画の作成 

GIS データは、TWG を通してサンタクルス県、各市、サンタクルス県統計局（ICE）か

ら提出されたデータをもとに作成された。 

1.10 本邦研修 

技術移転の一環として、2016 年 9 月に本邦研修を実施した。本研修は、日本の取り組み

事例をもとに都市計画と整合性のとれた交通計画の重要性について理解を深め「マスタ

ープラン」への理解を促進すること、及び本マスタープラン策定後に関係機関がマスタ

ープランの実現に向けた事業を実施するための能力を強化することの 2 点を目的とする 

具体的な研修内容は下記の通りである。 

 都市交通マスタープランの重要性を理解する 

 都市交通システムについて正しく理解する 

 都市計画と一体になった交通計画の重要性を理解する 

 日本における交通管理の事例を視察する 

研修プログラムは下記の通りである。 



ボリビア国サンタクルス都市圏交通マスタープラン策定プロジェクト 最終報告書 
 

 
-1-10- 

表 1-3  本邦研修のプログラム 
日付 時刻 研修内容 研修場所 

9 月 5 日

（月） 
- 来日 - 

9 月 6 日

（火） 
13:00 - 15:00 講義「日本の都市計画と交通計画」 国土交通省 

（合同庁舎 3 号館） 

9 月 7 日

（水） 

 9:00 – 12:00 講義「日本の都市交通システム」 JICA 東京 

13:00 – 17:00 
東京都内 公共交通試乗 
（地下鉄･ゆりかもめ･東京モノレール） 
豊洲･台場 都市開発視察 

- 

9 月 8 日

（木） 

 9:00 – 9:40 バスタ新宿 バスターミナル見学 バスタ新宿 

10:00 – 12:00 講義「東京都の公共交通ネットワーク整備」 東京都 
（東京都第二本庁舎） 

13:00 – 15:00 講義「総合都市交通計画」 JICA 東京 

9 月 9 日

（金） 

 9:00 – 11:00 講義「名古屋周辺の都市交通計画」 JICA 中部 
13:30 – 14:00 オアシス 21 バスターミナル見学 オアシス 21 

14:00 – 16:00 名古屋市内 公共交通試乗 
（基幹バス･ゆとりーとライン） 

- 

9 月 10 日

（土） 
 9:00 – 12:00 

京都市内都市交通 視察 
（四条通歩道拡幅事業･御池通まちかど駐輪

場･京福電気鉄道） 
- 

9 月 12 日

（月） 

 9:30 – 12:00 講義「鉄道事業と沿線開発」 JICA 東京 

13:00 – 17:00 多摩センター都市開発 視察 
多摩モノレール試乗 

- 

9 月 13 日

（火） 

 9:30 – 10:30 講義「交通管理計画」 日本工営株式会社 

11:00 – 12:00 東京都交通管制センター見学 東京都 
交通管制センター 

13:30 – 18:00 ワークショップ･研修成果報告会 JICA 東京 
9 月 14 日

（水） 
- 離日 - 

出典：JICA 調査団 

本邦研修の成果は下記の通りである。 

 研修参加者は、現状の無秩序な郊外開発について、以下のような問題点を共有した。 
（1） 近年の都市化は持続可能な開発の脅威となること。（2） 市は都市スプロール

化に対して適切な対策を採る必要があること。（3） 行政間の連携･調整が重要であ

ること。 

 研修参加者は、本プロジェクトにおける公共交通システムの重要性を含めて、都市

鉄道システムについて理解を深めた。 

 本マスタープランで提案されているスマートカード等の要素技術を見学し、研修参

加者の理解を促進することができた。 

 研修参加者は、都市交通システムの管轄機関が必要であるという結論に達した。研

修には、近年設立されたサンタクルス市のアーバンモビリティ局の局長も参加して

いる。 

 研修参加者は、都市の多様な問題を取扱う都市圏の行政機関の必要性について合意

した。 

 研修参加者は、帰国後も都市の課題についての議論を継続した。 
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1.11 リーフレット・パンフレットの作成 

本プロジェクトの広報活動の一環として、リーフレットとパンフレットを作成した。 
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第2章 現況 

2.1 社会経済状況の概況

2.1.1 人口

ボリビア国の人口は約 1,000 万人（2012 年国勢調査）である。図 2-1 に、1950 年以降の

国勢調査による人口推移を示す。1950 年から 2001 年までは年平均 2%を超える人口の伸

びを見せていたが、2001 年から 2012 年までの増加率は 1.7%に減少した。

サンタクルス県の 2012 年の人口は、2,657,762 人である。図 2-1 に示す通り、1950 年か

ら 2001 年まで、サンタクルス県の人口成長率は 4%を超えており、ボリビア国全体を上

回っている。成長率は 2001 年から 2012 年の間は 2.4%と低下したが、国全体と比較する

と以前高い水準を記録している。

出典： INE の情報をもとに JICA 調査団作成 

図 2-1 ボリビアの人口推移（左図）とサンタクルスの人口推移（右図）

図 2-2 は、2012 年の国勢調査に基づく男女別年齢階層別の人口構成（人口ピラミッド）

を示す。図の左側はボリビア全国の人口ピラミッドである。若年人口の占める割合が高

く、ボリビアは若い国であるといえる。15 歳以下の人口が全人口の 31.4％を占めている

一方、65 歳以上の人口はわずか 6.0％である。

ボリビア サンタクルス都市圏

出典： INE （2012 国勢調査）

図 2-2 ボリビアの人口ピラミッド（2012 年）
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一方、図の右側は、2012 年の国勢調査に基づくサンタクルス都市圏の男女別年齢階層別

の人口構造である。都市圏も国の人口構造とよく似ており、15 歳以下の人口が 30.5%、

65 歳以上の人口は 3.95%である。 

サンタクルス都市圏における各市の人口は表 2-1 に示す通りである。サンタクルス市に

は都市圏内の 83.1%の人口が集中しており、同市の人口は国内の市で最も多い。第 2 位

は、エル・アルト市で 848,252 人である。 

都市圏の人口は、1992 年から 2012 年までの 20 年間で 82.3 万人から 175 万人に人口が増

加しており（113%）、これは国内の都市圏で最高の成長率である。 

サンタクルス市は、1992 年から 2012 年の間で、6.6%の人口成長率を記録している。2001

年から 2012 年の間では、サンタクルス市の成長率は 2.6%となるが、ラ・グアルディア

市とワルネス市では、それぞれ 11.3%と 10.3%と高い成長率を記録した。 

表 2-1  サンタクルス都市圏の人口推移（国勢調査） 

市 1992 2001 2012 

サンタクルス市 709,584 1,131,778 1,454,539 

コトカ市 21,252 36,425 45,519 

ポロンゴ市 8,272 11,085 15,317 

ラ・グアルディア市 22,250 39,552 89,284 

エル・トルノ市 23,320 37,961 49,652 

ワルネス市 38,285 45,318 96,406 

合計 822,963 1,302,119 1,750,717 

出典： INE 

2.1.2 都市圏内の人口分布 

図 2-3 に大ゾーン別の人口密度を、図 2-4 に小ゾーン別の人口密度を示す。図 2-5 は、

都市圏中心部を拡大した人口密度を示している。 

都市圏の中心部、特に第 4 環状道路の内部、第 7 区、Plan 3000 に人口が集中しているこ

とが分かる。人口が集中する地域では、100 人/ha 程度の高い人口密度であるが、都市圏

の中心部の人口密度はさほど高くはなく、郊外部では非常に低い。 

図 2-6 は、県統計局の統計による UV（近隣住区）別の従業地ベースの従業人口密度を

示す。この図が示している通り、中心市街地とマーケットが立地している所で従業者が

集中している。なお、県統計局の統計は、建物を対象に実施した調査で把握された従業

人口であり、インフォーマルセクターの人口は含めていない。 
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出典：2012 年国勢調査をもとに JICA 調査団作成

図 2-3 人口密度
出典：2012 年国勢調査をもとに JICA 調査団作成

図 2-4 UV 別人口密度

出典：2012 年国勢調査をもとに JICA 調査団作成

図 2-5 UV 別人口密度（中心部）
出典：県統計局の統計をもとに JICA 調査団作成

図 2-6 UV 別就業地の従業人口密度
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2.1.3 経済 

(1) 経済成長率 

ボリビアの経済は過去 10 年間順調な成長を続けているが、一人あたり GDP は 3,124 ド

ルであり、南米諸国の間では最下位である。近年、図 2-7 に示すようにサンタクルス県

の経済成長率が国を上回っている。 

 
出典： INE 

図 2-7  ボリビアとサンタクルスの GDP 成長率 

(2) 産業構成 

ボリビアの経済を支えているのは、資源（GDP の 17%）と農業（同 12%）である。図 2-8 

は、2014 年におけるボリビアの GDP 部門別構成比を示す。 

 
出典： INE 

図 2-8  経済活動によるボリビアの GDP 内訳（2014） 
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サンタクルス県の GDP はボリビアの GDP の 30%を占め、ラパス県の 23.7%、コチャバ

ンバ県の 15.5%を大きく引き離している。サンタクルス県の主要産業は農業であり、県

内 GDP の 19%を占める。製造業が 17%と次いでいるが、農産物加工に関連した大きな

役割を占めている。 

サンタクルス県からの海外への輸出品目を見ると、天然ガスや石油などの資源に加え、

大豆や大豆油など農産物が上位を占める。 

サンタクルス市はサンタクルス都市圏における中心都市であり、国連開発計画（UNDP）

ボリビアの調査によれば、サンタクルス市の GDP は国の GDP の 22%を占める。全国で

はラパス市とエル・アルト市がそれに続き、それぞれ 13%と 7%である。 

(3) 自動車保有状況 

ボリビアにおける自動車登録台数は 2015 年時点で 160 万台に達した。近年バイクの台数

が急速に増加しており、2013 年には全体の 16.4%であったが、2015 年には 21%を占める

ようになった。ボリビアにおける人口 1000 人あたりの車両登録台数（バイクを除く）は

2015 年時点で 117 台である。最新の市別のデータがないため比較できないが、2013 年で

は都市圏の人口 1000 人あたり車両登録台数は 155 台であり、同時期のボリビア全国の

107 台よりも多い。  

 
出典： INE の統計をもとに作成 

図 2-9  ボリビアの車種別車両登録台数 
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2.2 交通政策、法制度及び組織 

2.2.1 総合計画 

ボリビア国政府は、2016 年 1 月 21 日に国・県・市に適用される総合計画のための新法

（法 777）を制定した。新法の名称は「州の総合計画法（SPIE）」である。SPIE は以前の

総合計画である SISPLAN（法 1178）と非常に類似した計画である。 

SPIE は、1）計画、2）公共投資・外部融資、3）管理・総合評価の 3 つのサブシステムか

らなり、国、地方政府の長中短期全ての計画を網羅した体系となっている。 

 
出典： ボリビア政府 

図 2-10  SPIE サブシステム 

総合計画は、長期、中期、短期の計画で構成される。経済・社会開発の基本計画（PGDES）

の長期計画は 25 年間の計画である。SPIE の中期計画（5 年）は以下の計画で構成されて

いる。 

 経済社会開発計画（PDES） 

 部門別総合開発計画（PSDI） 

 土地利用総合開発計画（PTDI）  

 コミュニティ土地管理計画（PGTC）  

 制度戦略計画（PEI）  

 公社計画 

 総合開発戦略（EDI）  

短期計画は年次ごとの実施計画（POA）で、効力は 1、2 年間である。 
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出典： ボリビア政府, JICA 調査団翻訳 

図 2-11  SPIE の構成 

 
出典： ボリビア政府, JICA 調査団翻訳 

図 2-12  SPIE の計画と階層 

市レベルでは、5 か年計画である PTDI、PEI、PEP と年次計画である POA を策定する必

要がある。これら計画の策定と国の承認により毎年の市への予算が配分される仕組みと

なっている。 

SISPLAN に対応する計画をそれぞれ表 2-2 に示す。 

表 2-2  SISPLAN と SPIE の計画名  

SISPLAN SPIE 

PGDES 経済社会開発一般計画 PDES 

PDD 県開発計画 PTDI（県） 

PDM 市開発計画  PTDI（市） 

PEI 制度戦略計画 PEI 

POA 年次運営計画 POA 

出典： 法 777 （国家統合計画システム法 – SPIE） 
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2.2.2 全国 

(1) 社会・経済開発計画 （PDES） 

PDES は、全国レベルの都市交通を含む多様な分野の 5 ヶ年の開発計画である。都市交

通分野では、「多様な交通システムによりボリビア人の 100%を統合する」という開発目

標が掲げられ、道路、鉄道、船舶、航空、ロープウェイの交通機関別の計画が示されて

いる。対象都市圏に関わる計画としては、①太平洋・大西洋間コリドー（道路・鉄道）、

②サンタクルスの都市鉄道、③ビルビル国際空港のハブ化が明記されている。 

図 2-13 は、2020 年の道路交通ネットワークを示す。複線化事業（片側 2 車線道路）は、

サンタクルスとラパスを接続する計画である。ワルネス市～サンタクルス市の 28.8㎞は、

複線化事業の一部分である。エル・トルノ市～ブエナ・ビスタ間の 82 ㎞は 2020 年の基

本道路計画の一部である。 

 
出典： PDES 

図 2-13  PDES における道路交通ネットワーク（2020 年） 

南米大陸横断鉄道も PDES に含まれているが、完成は 2020 年以降となる計画である。 

(2) 交通部門の開発計画 

近年の交通開発計画は 2009 年に制定された。この中では、国内の骨格形成と統合及び陸

上・空・水上の交通開発、そして普遍的なアクセスを提供すべきことが謳われている。 
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交通部門における 2020 年のビジョンについては以下のように記されている。

2020 年までに、ボリビアの人々は、彼等の経済、社会、及び持続維持可能な総合開発の
ため、国内及び国際的に統合された骨格を形成するマルチモーダル交通システムを通し
て産業の発展を支援し、利用者を満足される普遍的な交通サービスにより、連携し役割
が明確に定義され強化された制度により統合されたセクターを通し、生産の中心地とマ
ーケットへのアクセスを有する。

(3) 組織図

公共事業・サービス・住宅省（MOPSV）は、交通次官室（VMT）を通じて、全国の都市

交通部門の監督をしている。

出典： http://www.oopp.gob.bo/

図 2-14 MOPSV の組織図

(4) 交通基本法（法 165）

交通基本法（法 165）は、2011 年の 8 月 16 日に制定された。この中では国、県、市に応

じて、以下に示す 5 ヶ年の交通計画を策定すべきことを定めている。

 PLANAST（全国交通計画）

 PRODET（県交通プログラム）

 PROMUT（市交通プログラム）

全国交通計画が 10 か年のものであるのに対し、県・市の交通プログラムは 5 ヶ年の短期

計画である。これらの計画はまだ策定されておらず、また計画策定のガイドラインも存

在していない。

交通基本法では、自治体に応じて以下のような法制度策定が可能である。

 県自治政府は、市･郡の交通システムの計画、開発、運賃を含む規制の権限を持つ

公共事業・サービス・住宅大臣

交通次官室住宅・都市次官室 通信次官室

陸上・水路・湖上

交通総局
航空総局 通信総局

通信サービス

総局
住宅・都市総局 都市整備総局

ABC ATT
が監督している組織
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 市自治政府は、市の管轄内での交通システムの計画、開発、運賃の調整の権限を持

ち、各市が車両の登録を実施する。 

(5) 都市鉄道事業 

2016年に中央政府はサンタクルス市の都市鉄道とサンタクルス市とモンテロ市を結ぶ都

市間鉄道の 2 つの鉄道路線事業の実施を開始した。同年、MOPSV はターンキー契約に

よる入札を実施したが、入札不調となり、その後この計画は動きを見せていない。 

2.2.3 都市圏 

ボリビア国は、9 つの県に分かれている。また、県・地方・市・地域の 4 つ自治体に分類

される。 

2010 年 7 月 19 日に制定された法 031「アンドレス・イバネス郡の自治構造」では都市圏

地域について法的に位置づけられている。すなわち同法第 25 条では、50 万人以上の連

担都市において、計画及び管理を目的とした都市圏地域を法律により設立できる旨が記

載されている。また同法第 26 条では、それぞれの都市圏において、県と市、そして中央

政府が参加する都市圏協議会が設置されると記載されている。 

2015 年 11 月 12 日にサンタクルス県で制定された県条例 110 では、都市圏の形成を促進

しており、その第 4 条には、以下のような記載がある。 

サンタクルス都市圏の設立は県にとって必要であり、中央政府と各市の間の協調のもと
で実現されなければならない。  

第 5 条で規定されているサンタクルス都市圏（RMSC）は、サンタクルス市、コトカ市、

ポロンゴ市、ラ・グアルディア市、ワルネス市及びオキナワ自治区で構成されている。

オキナワ自治区は RMSC の一員ではあるが、本プロジェクトにおける都市圏には含まれ

ていない。 

2.2.4 サンタクルス県 

(1) 県開発計画 

直近のサンタクルス県の交通分野の計画は、「サンタクルス県 2025 年開発計画」である。

この計画は、ビジョン、戦略地域、政策、戦略、プログラム、サブプログラム及び事業

で構成される。交通部門の計画においては、目標２の戦略地域における「サンタクルス

県での生産体制・工業・サービス業の統合」にまとめられている。 

(2) サンタクルス県の陸上交通に係る法律  

2015 年 5 月 18 日に制定されたサンタクルス県の陸上交通に係る条例（県条例 96）では、

サンタクルス県が県内の都市交通の監督を担うことを定めている。公共事業・土地利用



ボリビア国サンタクルス都市圏交通マスタープラン策定プロジェクト 最終報告書 

 

 
-2-11- 

局の局長は、その代表者として、計画・設計・実施・規制・許認可等について責任を持

つ。 

また、この条例では、サンタクルス県が社会経済開発計画に基づき、都市間及び他県間

を結ぶ旅客・貨物交通の輸送計画を策定する予定である。  

運輸事業者への路線認可についても上記条例で定められている。県が管轄する路線認可

の有効期間は 25 年間である。運輸事業者の運賃・ルートは、当局の承認無しに変更する

ことができない。 

2.2.5 各市  

(1) 地方分権制 

地方分権政により、各市の都市交通・都市開発分野における権限は、法 031「アンドレ

ス・イバネス郡の自治構造」と関連法によって、広く確保されている。これにより、各

市が規制・ガイドライン等を策定する必要がある。 

(2) 交通計画 

サンタクルス市は、過去に交通計画を策定している。1978 年、イタリアのコンサルタン

トにより、運輸交通調査が実施され、運輸交通局、道路交通教育、公共交通機関の設置

を提案した。歩行者ゾーンや自転車、ミクロバスとの統合交通計画についても提案され

ている。 

その次の交通計画は、環状道路の計画であり、フランスの BCEOM によって 1996 年に実

施された。計画では、道路信号、運輸事業者の再生、公共交通ルートの確定や大量輸送

機関の導入が提案された。提案の一部は 1998 年の市令 018/98 に採択された。 

2006 年には、統合交通システム（SIT）が策定され、需要予測に基づく公共交通ルートの

変更が提案された。基本コンセプトは、放射環状型のネットワークに統合交通システム

を導入するものである。この提案はいまだ実施されていない。 

都市圏の他の市では、交通計画は策定されていない。 

(3) 区（ディスリト） 

各市は区（ディストリト）という行政単位で区分されている。下図はサンタクルス市の

区を示したものである（空白は区が指定されていない地域）。 
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      出典：サンタクルス市 

図 2-15  サンタクルス市における区（ディストリト） 

(4) 組織  

表 2-3 に交通セクターに関連する各市の担当部局を示す。ほとんどの市では、都市計画、

道路、交通管理、公共交通に関する担当課は別々の局に属している。ただし、交通管理

と公共交通については運輸交通課として一体的に扱われている。 

一方、サンタクルス市は本プロジェクトの実施期間中に組織改編し、交通部門を束ねる

組織としてアーバンモビリティ局が設立された。 

表 2-3  各市における交通計セクター担当部局 

市 都市計画 道路 公共交通 交通管理 

サンタクル

ス市 

計画局 公共事業局道路課 

 

アーバンモビリティ

局運輸交通課 

 

アーバンモビリティ

局交通信号交通標識

課 

アーバンモビリティ

局運輸交通課 

コトカ市 技術局規制課 

 

技術局公共事業課 技術局運輸課 技術局運輸課 

ポロンゴ市 土地利用局 公共事業局道路施設

課 

土地利用局 - 

エル・トルノ

市 

計画局都市計画課 計画局公共事業課 計画局公共事業課 計画局公共事業課 

ラ・グアルデ

ィア市 

計画地域開発局規制課 

 

公共事業局 計画地域開発局規制

課 

 

計画地域開発局規制

課 

 

ワルネス市 総務財務局地積土地利

用課 

  

技術局施設・事業課

技術局道路維持管理

課 

計画調整局運輸交通

課 

 

計画調整局運輸交通

課 

出典：TWG より提供された組織図をもとに JICA 調査団作成  
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2.3 都市計画と土地利用 

2.3.1 都市計画 

(1) サンタクルス市の歴史概要 

サンタクルス市の現在の姿になるまでに下記のように 3 つの開発段階を経てきた。  

1） 第 1 段階は、1950 年までの植民都市としての碁盤目の街路のコンパクトな構造。  

2） 1950 年から 1985 年の第 2 段階は都市化に沿って形成された 4 つの同心円状道路と

放射状道路の形成とその間を埋める宅地開発である。  

3） 1986 年以降の第 3 段階は郊外に断片化された島状の開発が進んだ状況である。 

下記は時代ごとの計画図である。 

1928 Plano de Santa Cruz  

 

1947 Ivanissevich Plan  

 

  

1958 Techint Plan 

 

1970 Master Plan  
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1978 Expanded Master Plan  

 

1995 The Santa Cruz Master Plan 

 
 

2005 PLOT.O.M. 078/2005 

 

 

2.3.2 都市化エリアの拡大 

(1) 市街地の拡大 

1969 年には、115,185 人が 1,355ha の市街地に居住していた（人口密度は 85 人/ha）。1976

年までに人口は 25.4 万人に増え、市街地は 4,615ha に拡大した。1993 年までに都市化エ

リアは 10,910ha に拡大し人口も 69.7 万人にまで増加し、人口密度は 64 人/ha に低下して

いる。2005 年までに第 4 環状道路の外側に 325 か所の宅地開発（Urbanizacion）が行わ

れ、各市の指定する市街化区域の外側に拡大している。図 2-16 に 2015 年までの拡大状

況を示す。 
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出典： TOMO I, PLOT of GAM Santa Cruz, JICA 調査団 

図 2-16  市街化エリアの拡大 

(2) 大規模宅地開発 

サンタクルス都市圏では大規模な宅地開発が進行している。 

ワルネス市においては、民間開発業者が 5,778ha、計画人口 45 万人のニュータウン開発

をビルビル国際空港の東側で進めている。 

 
  出典： ニューサンタクルスシティーマスタープランの概要 

図 2-17  ニューサンタクルスシティの土地利用計画図 

またサンタクルス都市圏には含まれていないが、ワルネス市のピライ川を挟んだ西側の

1906

1965

1978

1988

1995

2002

2015
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ラ・ベルヒカ市ではニューサンタクルスシティよりも規模が大きい宅地開発が進行中で

ある。 

出典： Google Earth

図 2-18 ラ・ベルヒカ市での宅地開発の拡大

2.3.3 開発コントロール

(1) 市街化区域の拡大と農地改革政策

ボリビアでは市街化区域（Urban Area）とは、市がインフラ等の公共サービスを提供しな

ければならない区域を意味する。市街化区域の外は、基本的に都市開発から保護され、

農業地域、自然地域、水域等で構成される。

近年、市街化区域の外で宅地開発が進み、土地区域の指定が後追いになっている状況と

なっている。この傾向は裕福な地主や農業企業の土地を貧しい農民や先住民へ再配分す

る農地改革の方針に沿った動きであるが、農地では宅地の再配分に使われている。

未利用・低利用の土地を抱える地主達にとって政府の買取価格は十分でなく、それより

も高い価格で買ってくれる土地ブローカーに売った方が良い。農地の買収も直ぐには農

地から宅地に土地利用の転換をするのではなく、周辺の開発が進み市街化区域への組み

込みが終わってから行うなど工夫を凝らしている。

(2) 開発許可と環境アセスメント

宅地開発許可は市から受けるが、その前に環境アセスメントの承認を県または国から受

ける必要がある。しかし、宅地開発のいくつかは環境アセスメントの承認前に事業を開

始している。

ワルネ

ス市
La Belgica

Pirai River
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各市は宅地開発の際に、40％程度用地を道路・公園・学校等公益施設のために市に対し

て供出することを許可条件としている。市の財政が限られているため、宅地開発を利用

したインフラ整備を積極的に活用しようとする中小都市が多い。 

(3) 土地利用と土地登録システム 

土地登録システムにも制度上の欠陥がある。IGM（軍地理学研究所：測量地図の承認）、

INRA（農業改革研究所：農地の登記）、不動産権利局（不動産権の登録）、自治体（不動

産税評価）間で土地権利情報が共有されておらず、宅地開発を適切にコントロールでき

ない原因の一つとなっている。 

2.3.4 地方分権化  

ボリビアはかつて高度に中央集権化された国家であったが、1994 年以降、地方分権化が

進んでいる。1994 年に制定された法 1551 号民衆参加法では、市街化区域外の管轄が県

から市に移され、また地方レベルの教育・医療・道路・上下水・電気等は市が整備責任

を負うことになった。2010 年には法 30 号自治権の地方分権化法が公布され、地方分権

化が一層促進された。 

地方分権は地方レベルでの適切な公共サービスの提供や人々の主体性を促進する重要な

試みであるが、地方政府に重要な権限が移譲される一方で必ずしも財源の管理までは与

えられておらず、財源不足が問題となっている。 

2.3.5 地方の歳入システム 

(1) 中央政府から地方政府の歳入 

1995 年の法 1654 号地方分権法により市に行政権限が大きく委譲された。この法律前後

の税の配分は下表の通りである。 

表 2-4  国家予算の配分の変化 

 改定前 （1993） 改定後 （1995） 

中央政府 75% 45% 

県 10% 30% 

市 10% 20% 

大学 5% 5% 

合計 100% 100% 

出典： Medina C. & Galindo 1997 

その他の追加的歳入は、 1） 法 1700 号森林法による森林収入の 25％、 2） 法 2035 号

国家対話法による歳入、3） インフラ・医療・教育の 3 分野での債務放棄による追加財

源と、4） 最も影響のある法 3058 号炭化水素歳入のうち 50％を市に配分、となってい

る。（FamBolivia, 2011） 

地方分権化以前は、市割り当て予算のうち主要 3 市が 86％を占め、残り 14％を 308 市で
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分割していたが、分権化後は 3 市以外の市の割合が 73%に増加した。人口当たりの予算

配分に変更した結果、小さく貧しい地域への予算配分の大きなシフトが起こった。 

表 2-5  国家予算の配分の変化 

市 

国-地方の歳入配分（Bs’000） 市割り当て予算の割合（%） 

1993 1995 % Change 1993 1995 

ラパス 114,292 61,976 -46% 51% 10% 

サンタクルス 51,278 63,076 23% 23% 10% 

コチャバンバ 25,856 38,442 49% 12% 6% 

3 市計 191,427 163,494 -15% 86% 27% 

3 市以外計 32,099 444,786 1286% 14% 73% 

合計 223,525 608,280 172% 100% 100% 

出典： Faguet 2003 

(2) 市レベルの税システム 

市の歳入は、国庫からの交付、国や援助機関からの融資や無償資金と市独自の財源とが

ある。市独自の財源には以下のようなものがある。（IOB Study 2012） 

1) 不動産税 市ごとに策定された地籍・税務技術基準に従って課税評価が定め

られており、土地と建物双方で評価されている。土地評価は、課税

ゾーン、宅地面積、前面道路の舗装・インフラサービスに基づいて

計算される。建物評価は、構造、内装仕上げ、床仕様、総床面積を

もとに算出される。下図はサンタクルス市の税額評価のゾーニン

グ図である。評価単価は土地利用及び市場価格の動向に基づいて

改定される。 

 
出典： サンタクルス市 

図 2-19  課税ゾーン図 

自動車税 税率は毎年自動車のモデルごとに市長の権限で決められる。 

不動産と自動車 取引価格の 3％が徴収される。 
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の取引税 

事業許可税 路上販売を含む全ての事業に対し、事業規模に応じて事業許可税

が課される。 

市サービス税 市の発行する許可、承認等の発給に対する手数料税で開発許可の

発給も含まれる。 

2.3.6 都市開発に関する問題 

(1) 市街地の拡大 

1) 適切な道路網計画がないままの無計画な細分化された市街化 

サンタクルス都市圏では開発業者によって 300 地区を超える宅地開発が行われているが、

広域的な道路接続性が考慮されておらず、虫食い状に分断された違い地の拡大を招いて

いる。そのため都市圏の効率的な経済活動を阻害する状況になりつつある。 

2) 環境問題  

ポロンゴ市ではサンタクルス市の水源となっている区域が宅地開発されようとしており、

開発許可を出した市が学識経験者等の指摘を受けて事業の一時中止を決めるなど混乱が

生じている。 

3) 低密度市街地  

サンタクルス市では高層建築も見られるようになってきているが、最も人口密度の高い

UV でも 150 人/ha に満たない人口密度である。市街化区域内の平均でも 72 人/ha に留ま

っており、他の中南米の都市と比較しても低い。 

市街地が低密度に拡散しているため、上下水道等のインフラ整備のコストがかかり、公

共サービスを提供する義務がある市政府にとって事業費負担が問題となる。 

(2) 制度上の問題点 

1) 適切な開発コントロールの欠如  

適切な開発管理のために、①政府関係機関の間での土地台帳情報の共有不足、②環境影

響評価の手続きと罰則規定の問題、③市と他の政府機関の間での土地の所有権移転や土

地の細分化等の情報共有の不足、などの問題が挙げられる。宅地乱開発の状況を管理す

るためには、これらの状況を改善する必要がある。 

2) 市境問題と土地利用管理 

隣接する市との境界線の問題は長くサンタクルス市の問題となっている。市境問題が解

決しないと、各市の市街化区域の変更や、それに合わせた土地利用計画の変更も中央政

府に承認を得られず、計画の更新に支障を来たしている。 
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3) 検査・罰則規定の欠如  

ポロンゴ市では 1999 年から 2010 年の間に 115 件の宅地開発が計画されたが、このうち

環境アセスメントの申請は 30 件で、そのうち 15 件しか認可されていない。環境アセス

メントの罰則規定が弱い（プロジェクトコストの 0.3％）こと、認可に長期間を要するこ

となどが環境アセスメントを無視した開発行為が横行する原因となっている。 

4) 法令順守倫理の欠如  

開発許可に限らず全般的に法令順守の倫理意識が低く、開発業者も必要な手続きを終え

ないまま開発を始めてしまっている状況である。 

5) 地方政府の自立性の不足  

環境アセスの許可主体が、大型開発については中央政府が許可する規則となっており、

地方政府が制御できない構造になっている。 

6) 長期化する手続きと関係機関の間の土地管理情報の連携不足  

土地の管理に関する政府機関の間の情報共有がないため、土地登記等に関し多くの混乱

が生じている。開発業者はこのような状況を利用して宅地取引を行っている。地方自治

体は、憲法で定められた市民の居住権担保に逆らうことが難しい。 

7) 土地の再配分と宅地開発の関係 

多数を占める小作農民に対する土地の再配分は 1952 年の革命以降ボリビアにとって重

要な政策の一つである。宅地開発は土地を持たない人々への土地の再配分の一環という

ことができる。宅地開発・土地の再配分は中央政府の政策であるため、これを制限する

ことは難しい。 

(3) 地方政府の歳入の課題 

1) 人口ベースの中央政府からの歳入配分 

地方政府への炭化水素ロイヤリティ（天然ガス売却益の還元）は 2011 年以降原油価格上

昇により大幅に改善されたが 2015 年以降の価格下落により大幅な減少があり、地方政府

は難しい経営を強いられた。国からの予算は人口配分に基づくため、一部の市長にとっ

て人口を増やして予算を増加させようという動機を与えている。 

2) 不動産税徴収のための地籍台帳データベースの更新の難しさ 

不動産税は地方政府の主要な歳入源となる。不動産税は通常、開発投資からの利益を得

るために市場価格の動向とリンクされる。そのため適時に不動産評価を更新する必要が

あるが、地方政府の人材・資金不足のため定期的な更新は難しくなっている。 
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2.4 道路

2.4.1 全国の道路網

サンタクルス都市圏は、サンタクル

ス県の中心にあって国際的な幹線道

路が通る戦略的な要衝に位置する。

国道 4 号（F4）は、東方向にブラジ

ルと、西方向にチリと結び、ペルーに

向かう。国道 9 号（F9）は、南方向

にアルゼンチンと、北方向にブラジ

ルと結んでいる。サンタクルス都市

圏と首都ラパスは北側を通る F4 に

加え、旧コチャバンバ街道と呼ばれ

ている国道 7（F7）で結ばれている。

2.4.2 道路分類

(1) 行政区分別の分類

道路に関する行政機関の管轄は交通法（法 165）に明記されており、国、県、市がそれぞ

れ管轄下にある道路を管理している。国道は国の公共事業・サービス・住宅省（MOPSV）

のもとにあるボリビア高速道路公社（ABC）が管理する。

ボリビアにおける道路は、上記交通法により以下の 4 つに分類されている。

a） 国道ネットワーク

b） 県道ネットワーク

c） 市道ネットワーク

d） 町道及びコミュニティ道路ネットワーク

図 2-21 にサンタクルス都市圏における管理主体別の道路を示す。県道は道路の段階構

成の中で国道と市道の中間にある幹線道路というわけではなく、郊外の集落を結ぶ機能

を果していることが分かる。

出典: JICA 調査団作成

図 2-20 サンタクルス県を通る国道
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出典： SEDCAM より提供されたデータをもとに作成 

図 2-21  管理者別に表示した道路地図 

1) サンタクルス県の国道ネットワーク 

県内の国道を道路の舗装状況に応じて分類すると、52%が舗装済み道路（2,186 km）、30%

が砂利道（1,272 km）、17%が未舗装の道路（732 km）である。 

対象都市圏を通過する国道は、国道 4 号、国道 7 号及び国道 9 号であり、ABC に属する

サンタクルスの地域管理局が国道ネットワークの管理を実施している。サンタクルス市

内を通過する国道については、当初は第 2 環状道路の内側をサンタクルス市が管轄して

いたが、市域の拡大に伴い第 4 環状道路の内側まで拡張し、現在では第 8 環状道路の内

側の国道はサンタクルス市を管理している。 

国道が市の境界を通過する地点では料金所が設置されている。 

2) サンタクルス県のネットワーク 

サンタクルス県の県道の総延長は 6,240.7 km である。2006 年から 5.36 km の道路の舗装

化が始まり、既に 195.34 km の舗装が完了し、25.52 km の舗装が実施中（2016 年）であ

る。それでも舗装率は県全体の道路の 3%程度に留まっている。アンドレス・イバネス郡

には 259 km、イグナシオワルネス郡には 352.9 km の県の道路がある。 
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サンタクルス都市圏における県道は、43.22 km の舗装済道路と 112.08 km の未舗装道路

がある。 

(2) 機能による分類 

サンタクルス市では、1995 年の開発計画で道路の機能が明確に分類され、その後、サン

タクルス市の地域構造計画（PLOT）において、道路を①主要幹線道路（ROW =50m）、②

幹線道路（ROW =33m）、③地区幹線道路（ROW=16m）、④補助道路（ROW=13m）及び

⑤歩行者道路（ROW=10m）に分類された。さらに、サンタクルス市の都市計画規定の中

（第 125 条）では、都市部と郊外部、そして歩道の 3 区分ごとに、より詳細な分類を定

めている。 

2.4.3 既存の都市道路ネットワーク 

(1) サンタクルス市 

サンタクルス市の道路ネットワークは、概ね放射環状の道路で構成されており、教会や

市庁舎、政庁のある中心街区の周辺の「第 0 環状」から始まる第 4 環状道路の内側では

非常によく整備されている。 

都市は、区（Distrito）間道路と環状道路によって同心円状に形成されているが、環状道

路には一部にミッシングリンクがある。 

国際通りと呼ばれる第 8 環状道路は整備が進み、現在の進捗率は 70%ほどであるが、道

路幅員は当初計画の 50m より狭く、30 m もしくは 35 m で整備されている。第 6、8、12

区では幅員 13 m の区間もある。 

サンタクルスは第 4 環状道路まで同心円状の都市を形成しているが、第 5 環状道路から

外側では一部の区間が接続されておらず、環状に形成されていない箇所がある。環状道

路の形成の妨げになっているのは、ピライ川の西側、北部と東部の鉄道路線、南部のサ

トウキビ畑及び居住区である。第 5 環状道路の外側では、都市のスプロール化が進行し

ている。 

サンタクルス市内では、第 4環状道路の内側と主要な放射環状道路は舗装されているが、

第 4環状道路より外側の市街地では道路が舗装されていない地域が広がる。 
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出典： ボリビアで出版された地図をもとに作成 

図 2-22  サンタクルス市の放射状道路・環状道路  

(2) コトカ市 

国道 4 号はコトカ市を東西に走る道路で、ビルヘン・デ・コトカと呼ばれている。国道

4 号は都市圏の重要な物流の軸であり、大陸横断道路の一部である。 

国道 4 号の問題の 1 つとして、特に貨物トラックの衝突に関連した交通事故の多発が挙

げられる。交通事故が多発しているにも関わらず、ABC は速度規制の実施を取りやめて

いる。 

コトカ市には直径 1 km と 3 km の 2 つの環状道路がある。内側の第 1 環状道路の内部は

格子状の道路ネットワークが形成されている。主要道路はコンクリートで舗装されてい

るが、ほとんどの道路では未舗装である。都市の中心部では 2 車線道路である一方、第

1 環状道路や一部の放射状道路では上下車線が分離さている。 

コトカ市の道路ネットワークは、民間事業者による都市開発の一環として拡大している。
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コトカ市は将来の道路ネットワーク計画を持たないものの、民間の宅地開発に伴う道路

建設は数多く承認･実施されている。 

(3) ポロンゴ市 

ポロンゴ市はピライ川の西側に位置しており、都市圏とはフォイアニニ橋のみで接続さ

れている。ピライ川にはいくつか渡河地点があり、乾季に水深の浅い箇所で車高の高い

車であれば十分渡ることが可能であるが、セダンタイプの乗用車では不可能である。 

ポロンゴ市の中心部（旧市街）は市の南部に位置しているが、近年成長しているのはフ

ォイアニニ橋の近くに開発されたウルボーと呼ばれる新興住宅地である。両地域は 2016

年に SOPOT により建設された 18.8 km の県道で接続されている。 

ポロンゴ市でもコトカ市と同様に民間の宅地開発業者による道路整備が進んでいる。 

(4) ラ・グアルディア市 

ラ・グアルディア市は、サンタクルス市とエル・トルノを通りコチャバンバへつながる

国道 7 号とアルゼンチン国境へ向かう国道 9 号で接続されている。国道 7 号は、国道 9

号の 13 km 地点から分岐する。サンタクルス市とラ・グアルディア市の国道 7 号と国道

9 号は、片側 2 車線の道路であることからドブレ・ビアと呼ばれている。 

国道 7 号は、ラ・グアルディア市の中心部を通る幹線道路で、砕石等の建設用資材を運

搬する貨物トラックの交通量が多く、交通渋滞や舗装への損傷を与えるなど問題となっ

ている。 

サンタクルス市の南方への急速な都市化の拡大によって、近年、幹線道路の整備をする

ことなくラ・グアルディア市とサンタクルス市の境界区域の都市開発が進められている。 

(5) エル・トルノ市 

エル・トルノ市は、市内を通る唯一の幹線道路である国道 7 号に沿って位置している。

ラ・グアルディア市と同様に市の中心部を幹線道路が貫いているため、交通渋滞が起き

やすい。 

エル・トルノ市内の国道 7 号は、市街地を除いて片側 1 車線の両側 2 車線道路のみであ

る。これにより、乗用車や公共交通は低速で走る貨物トラックを追い抜くことができず、

エル・トルノ市の郊外部では長い区間で交通渋滞が発生している。 

国道 7 号沿いでは、交通信号や横断歩道、路上灯の整備の不足によって交通安全も大き

な問題となっている。現在、市は主要な大通りを幅員 22 m の 2 車線に拡幅することを計

画している。 
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(6) ワルネス市  

国道 4 号は、ワルネス市の旧市街や新しく開発が進むサテリテ・ノルテに沿って南北方

向にモンテロ市とサンタクルス市を繋いでいる。ワルネス市の旧市街には、市街地の交

通渋滞を避けるための迂回路となる環状道路があり、新しく歩行者横断設備も整備され

ている。しかしながら市街地を外れた国道には横断のための施設が不足しており、コト

カ市、ラ・グアルディア市、エル・トルノ市と同様の交通安全上の問題が生じている。 

民間の都市開発事業者による道路建設がサテリテ・ノルテの東部やビルビル国際空港を

中心とした広いエリアで継続されている。民間事業者による都市開発は非常に活発で、

将来計画を含めた道路ネットワークが決定されている。 

2.4.4 道路プロジェクト  

(1) サンタクルス～ワルネス間ドブレ・ビア事業 

サンタクルス市とワルネス市の間を結ぶ鉄道沿いに高規格の道路を建設する国の事業で

あり、現在工事が進められている。サンタクルス市の G77 道路の延伸と接続され、ビル

ビル空港の東で整備が進む宅地開発地を通り、ワルネス市を経て工業団地に接続する。 

(2) 橋梁建設事業  

対象都市圏においては、現在ピライ川において下記の架橋事業が計画されている。バイ・

オセアニック橋を除き、民間の宅地開発地とサンタクルス市を結ぶことを主な目的とし

ており、これらの橋の建設時期については未定である。 

 バイ・センテニアル橋 

 バイ・オセアニック橋 

 ウルボー・ビレッジの橋（民間投資） 

 ラジアル 26 橋（民間投資）  

(3) バイ・オセアニック道路  

太平洋と大西洋を結ぶ幹線道路の一部を成す道路の建設で、ポロンゴ市を通過しラ・グ

アルディア市とブエナ・ビスタ市を接続する。県が事業主体となっている。 

(4) ラ・グアルディア市環状道路 

ラ・グアルディア市内を迂回する約 3km の環状道路であり、構想段階である。  

(5) ラ・グアルディア市放射 17 ½ 

この道路は国の ABC とラ・グアルディア市によって整備される道路で、市内へのトラッ

ク流入を減らす目的で建設される全長 19km の道路である。 
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(6) エル・トルノ市環状道路 

この事業はエル・トルノ市を迂回する道路を建設するもので、構想段階の事業である。 

(7) コトカ市片側二車線道路 

この事業はコトカ市の第二環状道路とプエルト・パイラスを結ぶ道路を片側 2 車線で整

備するものである。 

(8) 自転車専用レーン 

ポロンゴ市では自転車レーンを設置する計画が進められている。これは同市において余

暇としてサイクリングをする人口が多いためである。  

2.4.5 舗装状況 

各市の中心市街地はブロックやコンクリートで舗装されている。ポロンゴ市の歴史的景

観区域は未舗装であったが、2016 年に舗装された。サンタクルス市では、第 2 環状道路

の内側では六角形のコンクリートタイルが舗装に使用されている。 

サンタクルス市の第 4 環状道路の内側では全ての道路で舗装されているが、図 2-23  に

示すように幹線道路を除く市内のほとんどの道路では未舗装である。 

都市域のほとんどの街路は未舗装のままであり、雨季には路面状態が悪い状態が続く。 

表 2-6  舗装道路長 – サンタクルス 

舗装 距離（km） % 

コンクリート舗装 1,335.6 80.7% 

ブロック舗装 208.0 12.6% 

アスファルト舗装 111.9 6.8% 

計 1,655.5 100.0% 

出典： サンタクルス市公共事業局 – 2016 年 4 月 
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図 2-23  サンタクルス市の舗道の種類 
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2.4.6 道路インフラの現状の課題 

(1) ステークホルダー間の連携不足 

市街地を通過する国道の維持管理について、管轄範囲の境界を挟んで道路の状況が異な

る例があり、国と市との間での連携が不足している。 

(2) 未舗装道路 

サンタクルス市では第 4 環状道路の外側の市街地で未舗装道路が多く残されており、走

行性の低下を招いている他、雨天時にバスの運行がストップしてしまう原因となってい

る。サンタクルス市は舗装化を進めているが、近年の市街地の拡大で未舗装地域が広が

ったままである。 

(3) 不十分な道路ネットワーク 

サンタクルス市の環状道路にはミッシングリンクが残されており、第 4 環状道路より外

側では幹線道路の区間が分断され、連続した道路網を形成していない。また、ピライ川

の架橋地点が一箇所に限定されている。 

(4) 道路用地（ROW）の保全 

サンタクルス都市圏では道路指定された用地を保全するための仕組みが不十分であり、

土地の売買や建築を規制することができず、不法占拠を阻止することも困難である。 

(5) 歩道の整備不良 

歩行者ネットワークは車椅子利用に配慮しておらず、スロープ付きの歩道橋もない。ま

た、歩道の維持管理が不十分である。 

(6) 街灯の不足 

サンタクルス市の中心部では概ね街灯は整備されているが、郊外部や都市間の幹線道路

では街灯が不足しており、交通安全を阻害している。 
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2.5 公共交通の現況

2.5.1 公共交通システムの種類

サンタクルス市内では、トヨタのコースターを利

用したミクロバスと呼ばれるバスが主要な公共

交通システムである（写真）。座席は 20 程度で合

計 35 人程度が乗車できる。市はバス停を整備し

ているが、乗客は任意の場所で乗降している。料

金は Bs. 2 の均一料金である。近年、チュトゥル

ビと呼ばれるミクロバスよりも大型のバスが運

行されるようになった。全長 8.6m で座席数は 24

であり、ミクロバスと混在している状況である。

ミクロバスより小型のミニバスは、主として都市間輸送に利用されている。トヨタのハ

イエースをはじめ定員 10 名程度の様々な種類のワゴン車が利用されている。料金は区間

ごとに固定されている。

路線が固定されているタクシーはトゥルフィーと呼ばれている。ミニバスより小型の車

両で運行され、普通のタクシーと同じ車両や、トヨタのノアやイプサンなど定員が 8 名

程度の車両が利用されている。トゥルフィーは都市間輸送に利用されている他、サンタ

クルス市内でも運行されている。

サンタクルス市以外の都市では、都市内交通にモトタクシーと呼ばれるバイクがタクシ

ーの代わりに利用されている。また、最近ではトリトと呼ばれる 3 輪自動車が増えつつ

ある。

都市圏を超えるような長距離の公共交通としてはバイ・モーダル駅から発着する大型バ

スが利用されているが、ミニバスやトゥルフィーも長距離の移動に利用されている。同

駅からは旅客鉄道も発着しているが、週に一回程度の運行であり、利用者は非常に少な

い。サンタクルス市からは北、東、南の 3 方向に鉄道路線が延びているが、貨物輸送と

しての利用が主体である。

2.5.2 組織・制度

(1) バス交通事業者の組織

サンタクルス都市圏におけるバス交通事業者は非営利団体の形態を採っている。

アソシエーションは県から設立認可され、事業収入に対して税金免除の恩恵を受ける。

アソシエーションは、少なくとも 3 名のメンバーからなるとされているものの、メンバ

ー1 名が多くても 2 台のバスしか所有できない。

調査団撮影
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シンジケートは国または県から設立認可される労働組合であり、アソシエーションまた

は個人がその傘下に入る。シンジケートも非営利団体として収益に対して税金を免除さ

れている。 

コーポラティブは組合形式の交通事業者である。 

会社形態にすると、利益に対して合計 41%の税金を納めなければならない。バス事業者

は、この高率の税金を支払うことを嫌い、シンジケート、アソシエーションまたはコー

ポラティブとして登録しようとする傾向にある。その結果、サンタクルス都市圏では、

多くの小規模の組織がバス交通セクターに参入してきている。 

(2) バス運営システム 

バス運転手は、シンジケートやアソシエーションなどの組織と契約を結び、バス車両の

レンタル代を払う。燃料費はバス運転手の負担である。 

シンジケートやアソシエーションは GPS 機器をバス車両に取り付けてバス運行のモニ

タリングとコントロールを行っている。バスの運行管理担当者は、バスごとの運行記録

をとり 1 日の往復回数をチェックする。シンジケートとアソシエーションはバス路線ご

とに最長の所要時間を設定して、バス運転手がなるべく多くの乗客を乗せようとして客

待ちをしたり、遅い速度でバスを運行したりしないようにしている。運転手が指示に従

わない場合には罰金を科せられる。 

運転手は乗客数が増えれば受け取る収入を増やすことができるため、なるべく多くの乗

客を乗せようとするが、これが不適切なバスの運行を招く一因となっている。 

(3) バス交通に関連する法律 

サンタクルス市の都市公共交通に関する市の条例は、条例 91 号「サンタクルス・デ・ラ・

シエラの都市交通サービス規則」として 2002 年に承認されている。この中で、市は以下

のことを実施できると規定されている。 

 都市公共交通用の車両に対する許認可とその更新をする 

 路線とその運行頻度を決定する 

 サービス標準を確立する 

 路線ごとの車両数を決定することと必要な場合にはその増加を認める 

バス路線網の計画と変更を行うためには、路線別バス旅客需要とバスの輸送能力の情報

が不可欠である。しかしながら、市は現況のバス交通サービスの需要と供給について十

分な情報を持っていない。現在これらの情報は不十分であるため、担当する部局はバス

路線網の変更や新規の認可に適切に対応できていない。 
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市の交通課は、バス運行業者からバスの運行データを収集しようと努力している。交通

課のスタッフは GPS 機器を携行して現場でバス路線を確認するとともに、それぞれの路

線の運行頻度を推計している。このように収集された情報はバス路線網計画に有益な情

報となり新規バス路線の申請に対する判断材料となる。 

(4) 新規路線の許認可 

サンタクルス市内の新規のバス路線は、住民とバス事業者であるシンジケートまたはア

ソシエーションによって提案される。サンタクルス市の交通課は路線の必要性について

検討し、必要性を認めれば新規路線を正式に認可する。新規路線と言っても、基本的に

既存路線の延伸である。 

新規のバス路線が提案された時、市の交通課はまず競合路線が登録されているかを確認

する。もし競合路線が既に存在する場合、既存路線の事業者と新規提案路線の事業者間

の協議が行われる。新規路線のバス事業者は、既存路線のバス乗客を奪わないように重

複している区間を避けるように勧告される。その結果バス路線はその区間を迂回するこ

とになり、ジグザグ路線となる。 

2.5.3 サンタクルス市における公共交通の現況 

(1) サンタクルス市のバス路線の構成 

非常に多くのミクロバスの路線が市場（メルカド）から出発しているかその近傍を通過

している。例えば、ラ・ラマダ市場を通過するか到着するバスは 45 路線に達している。

同様に、ムトゥアリスタ市場には 25 路線が、アバスト市場には 15 路線が、ロス・ポソ

ス市場には 25 路線が到着または通過している。ミクロバスの運行はサンタクルス市の中

心部に集中していて、重複している区間がかなりある。これが、都心部の交通混雑の原

因の一つとなっている。 

(2) サンタクルス市のバス運行 

図 2-24  に示すようにサンタクルス市の主要道路においては、1 日に 2,000 台以上のミ

クロバスが運行されている。ミクロバスの台数は、第 4 環状道路の内側の方が外側より

も多い。最も多い区間であるラ・グアルディア市とサンタクルス市の中心部の間では

3,819 台のミクロバスが運行されている。2 番目に多いミクロバスの交通量はサンタクル

ス市とワルネス市を結ぶ放射方向の道路で、１日当たり 3,426 台に達している。 

図 2-25  に示すように、午前中のピーク時間帯である 7:00 から 9:00 までの間にワルネ

ス方面からサンタクルス都心部へ 398 台のミクロバスの運行が観測された。ラ・グアル

ディア方面からは 304 台のミクロバスがサンタクルス市の都心部方向に向かっている。

第 4 環状道路を横切って都心方向に向かうピーク時間帯（7:00–9:00）のミクロバスの台

数は概ね 400 台である。 
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出典：2016 年交通量調査 

 
出典：2016 年交通量調査 

図 2-24  日当たりのミクロバスの台数（両方

向） 

図 2-25  ピーク時間帯（7:00－9:00）の都心

方向へのミクロバスの台数  

(3) バス旅客需要 

交通量調査の結果によると、バスの運行本数は、ピーク時とオフピーク時であまり大き

な差がない。一方、パーソントリップ調査の結果からは朝と昼、そして夕方に需要が集

中している。このためピーク時の車内混雑は激しく、オフピーク時は輸送力が過大供給

となっている。 

これとは対照的に、バス乗客の需要の時間変動は朝と昼と夕方にピークがある。パーソ

ントリップ調査の結果によれば、午前 7 時から 8 時の間のピーク率は 16.2％で、次いで

昼のピーク率が 10.2％であった。運行されているバス台数はピーク時にそのような高い

供給をしているわけではない。需要と供給のギャップがピーク時の混雑をもたらしてい

て、その一方でオフピーク時のバス交通の輸送力の過大供給につながっている。 

2.5.4 公共交通の問題点 

(1) バス路線の重複 

バス路線が市場周辺や中心部に集中するため、都心部での混雑をもたらしている。また、

大半の区間で重複する類似した路線が非常に多く、新規路線の許可を取得するために設

定した不要な迂回も多く存在するため、バスの効率的な運用を妨げている。 

(2) 不安定なバスサービス 

バスの運行頻度は一定ではなく、特に雨天時にはバスの運行頻度が減る。ピーク時間帯

はバスの運行本数は多いが、車内混雑のため次のバスを待たなければならないことも多

い。また、運行本数が少ない路線では、到着時刻が予測できず、バス乗客は長い時間バ

スが来るのを待たなければならない時がある。 

Source: Traffic Count Survey, 2016
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(3) 小型の公共交通車両の増加 

人口密度が低い地域ではモトタクシーやトゥルフィーなどの小型車両が公共交通手段と

して利用されており、その台数は増加傾向にある。また、サンタクルス市内でも本来は

許可されていないミニバスがミクロバスに代わって運行されている。 

(4) 都市圏レベルでの公共交通当局の不在 

市街地が市の境界まで拡大し、市間交通も実質的に都市内交通となりつつあり、市内の

公共交通路線が市の管轄で、市間は県が管轄するという現行の単純な仕組みでは都市間

交通を適切に管理することが困難になると予想される。 

(5) ミニバスと路線タクシーに関する情報の欠如 

サンタクルス市内では、無許可のミニバスと路線タクシー（トゥルフィー）の台数が増

加し、ミクロバス業者の不満が高まっており、しばしば当局とバス事業者の対立を招く

要因の一つとなっている。市役所はこれら正式に登録されていないミニバスやトゥルフ

ィーに関する基礎的なデータも持ち合わせていない。したがって、市役所はこれらのバ

スの管理ができない状態である。 
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2.6 交通管理 

2.6.1 現況 

(1) 交通事故 

国家統計局（INE）のデータによると、サンタクルス県の年間交通事故による死者は、2014

年で約 400 人、負傷者は約 4,500 人となっており増加傾向にある。この数字はボリビア

国全体の 31.4％を占めている。また、ボリビア全体の交通事故の要因としては、ドライ

バーの不注意が 53.5％と最も多く、次いでスピード違反、飲酒運転となっている。 

 
出典： http://www.ine.gob.bo/indice/EstadisticaSocial.aspx?codigo=30903 

図 2-26  サンタクルス県の交通事故による死亡者数と負傷者数の推移 

(2) 交通信号 

サンタクルス市では、現在 214 箇所の交差点で交通信号が既に整備されており、市の信

号標識課のコントロールセンターで集中管理されている。信号灯器はブラジル製が多く、

通常の信号の他、右折矢印、カウントダウン信号、歩行者信号などがある。また、コン

トロールセンターには、フランス Aximum 社のソフトウェア（SYMART）が導入されて

おり、信号現示を時間帯や平日休日ごとに調整しているが、ピーク時間においては、混

雑している交差点で交通警察が交通誘導を行っている。 

   
 

左上：カウントダウン信号、右上：右折矢印信号  交通コントロールセンター 

出典： サンタクルス市信号標識課 

図 2-27  サンタクルス市の信号 
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(3) 交通違反取り締まり 

サンタクルス市信号課では、交通違反の取り締まりを目的に、「Foto Multa」と呼ばれる 

電子違反検知システム（Electronic Violation Detection System：DEI）の導入を進めている。 

このシステムは、交通違反をしている車両の写真や動画を自動的に撮影しナンバープレ

ートの番号から所有者を特定して、違反者にガソリンスタンドのレシート等に通知し罰

金や講習を受けさせるものである。現在、法規制、罰金額の設定、警察との調整、日交

通量 5000 台以上の交差点等へのカメラの設置を進めている。 

(4) 交通安全教育 

サンタクルス市運輸交通課と信号標識課では、交通安全の意識を高めるため、協同して

学生や公共交通の組合に所属するドライバーに対して、キャンペーンや漫画を使った教

育冊子の作成、学校の課外活動を通じて、交通安全教育を継続的に実施している。  

2.6.2 交通渋滞 

(1) 旅行速度 

旅行速度調査の結果によると、速度低下は中心部に接続する放射状道路の信号交差点か

ら始まり、その後環状道路と放射状道路との交差点などで速度が低下し渋滞が発生して

いる。これらの渋滞の先頭箇所「ボトルネック箇所」では、様々な状況により、交通容

量が減少し渋滞が発生している。市場周辺や第一環状道路の中心市街地でも速度低下区

間が見られる。 

(2) 交通需要 

サンタクルスの中心市街地に向かう放射状道路では、朝 8 時、昼 1 時半、夜 7 時半の 3

回、交通量のピーク時間帯が発生している。これは、中心市街地への通勤通学の交通の

他、昼食時に帰宅する人や食事に車やミクロバス等で出かける人が多いことが理由とし

て考えられる。  

(3) 駐車管理 

サンタクルス市の条例 No.086/2011 では、路上駐車に関する規制が明記されており、第

1、2、3 環状道路やバス専用レーン、中央公園周辺の 8 ブロック、その他の駐車禁止区間

では、路上駐車が禁止されている。サンタクルス市では、路上駐車取り締りやキャンペ

ーンを行っているが、違法路上駐車が多く、また合法の路上駐車であっても交通容量が

減少し、混雑の原因となっている。 
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出典：JICA 調査団 

図 2-28  中心市街地の路上駐車の様子 

中心市街地での駐車実態調査結果によると、一部の路外駐車場では、駐車スペースが余

っている一方、病院や商店、中心広場につながる道路で路上駐車が多くなっており、15

分以内の駐車の割合が多くなっている。また、1 時間以上 2 時間未満や 5 時間以上の駐

車の割合も比較的高い。 

(4) 既存の交通渋滞対策 

サンタクルス市では、交通渋滞対策として、10 箇所の主要交差点で左折禁止の対策を行

っている。これは将来の BRT 路線導入も想定した施策である。左折禁止にすることによ

って信号現示のサイクルを短くすることができ、信号標識課によると第 2 環状道路とサ

ントス・ドゥモントの交差点では、旅行時間が 2～3 分短縮した。一方で、左折したい交

通は、交差道路側を迂回することになるため、交差道路側で渋滞が発生している箇所も

発生している。 

また、信号標識課により所要時間や交通安全に

関するメッセージを表示する道路可変情報板が

市内の４箇所に設置されている。この表示され

ている所要時間は市のパトロールカーに設置し

た GPS から計算した時間となっており、リアル

タイムではなく、時間差がある。 

2.6.3 交通管理の問題点 

(1) 交通安全 

サンタクルス都市圏では交通警察と各市の間で情報が適切に共有されていないため、交

通事故統計が整備されておらず、事故原因の分析や対策の検討を難しくしている。 

サンタクルス都市圏では無信号交差点も多く、また街灯が整備されていないか、あるい

は暗い道も多いなど、交通安全施設が不十分である。 

一方で、交通事故の原因としては運転手の交通安全に対する意識が低いことや、乱暴な

運転が指摘されている。 

 
出典：JICA 調査団 

図 2-29  可変情報板の事例 
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(2) 交通渋滞 

交通渋滞に関する問題は、大きく以下の 3 つの地域や箇所に分けられる。 

 中心市街地 

 主要幹線道路のボトルネック箇所  

 市場、学校、その他公共施設や病院など交通が集中する施設の周辺 

中心市街地では、違法、合法を問わず路上駐車が混雑の原因となっている。また中心部

を客探しのため循環する流しのタクシーが多く、これも混雑の原因である。 

サンタクルス市は環状放射方向の道路が整備されているが、交差点などのボトルネック

の影響で混雑が発生している。 

サンタクルス都市圏では市場（メルカド）への交通の集中が顕著であり、その周辺での

混雑が激しい。また、学校に児童を送迎する自動車もピーク時の混雑の原因となってい

る。 
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2.7 都市交通に関する課題 

2.7.1 交通の特性 

交通実態調査の結果により、明らかになったサンタクルス都市圏の交通特性を整理する

と以下の通りである。 

(1) 公共交通主体の都市交通 

公共交通（ミクロ、ミニバス、トゥルフィー、大型バス、トゥルフィー、トリト）は全

トリップの 51.1%を占めており、乗用車の利用は 13.9%に止まっている。公共交通の中

で、ミクロのシェアは 48.7%である。非動力交通（徒歩、自転車）は 26.8%であった。 

一方、図 2-30 で示すように、乗用車利用は第 4 環状道路内部への通勤や郊外部において

高い傾向にある。サンタクルス市とコトカ市の間の通勤利用では、乗用車利用は少ない。 

(2) 公共交通利用者は自動車利用者より長い距離を移動 

平均トリップ長（直線距離）は、都市圏平均で 4.4 km と推定され、公共交通利用者は 6.0 

km、乗用車利用者は 5.0 km であった。通学や私用のトリップでは、通勤のトリップに比

べてトリップ長が短い。通勤トリップでは、公共交通利用の平均トリップ長が 7.0 km で

あるのに対し、乗用車では 5.4 km であった。 

図 2-31 に示すように、都市圏郊外のトリップ長は、都市圏中心部より長くなっている。 

(3) 公共交通主体の通学 

小中学生の通学トリップは 51%が徒歩である。これは小中学校が生徒の歩いて行ける距

離に立地していることに起因する。一方、公共交通も 41%と通学において重要な役割を

担っている。大学生は公共交通に依存しており、89%が公共交通を利用している。 

(4) 公共交通への徒歩アクセス距離は非常に短い 

公共交通の乗降場所に徒歩でアクセスするための平均時間は、3 分 30 秒と計算された。

インタビュー調査の回答では 1-2 分、5 分もしくは 0 分という回答が主であるため、この

数字は正確ではないが、人口割合で判断すると現在の公共交通へのアクセス性は良いと

言える。アクセスに 15 分以上かかる場合は 0.2%である。 

一方、ポロンゴ市やラ・グアルディア市、エル・トルノ市などの郊外部では、アクセス

に 30～60 分を要する所もある。 

公共交通の待ち時間は平均 2 分と非常に短く、高頻度なミクロバスのサービスが提供さ

れていると言える。インタビュー調査では、20 分以上待つことは極めてまれであること
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が示された。一方で、長距離移動の旅客はピーク時に公共交通待ちの列に並んでいる状

況があり、利用者間で利便性に差があることを示している。 

(5) 自転車が全トリップに占める割合はわずか 1%である 

対象都市圏では、様々な都市･交通の施策を通じて自転車利用の活性化を促進しているが、

交通実態調査の結果では自転車は大衆向けの交通モードとはなっていない。 

(6) フィーダー交通の利用は一般的ではない  

モトタクシーはワルネス市、コトカ市の短距離移動での利用が多く見られる。交通実態

調査の結果によると、ミクロバスやその他の公共交通への端末交通としての利用はあま

り一般的ではないことを示している。モトタクシーの利用のうち、他の公共交通と組み

合わせたトリップはわずか 9%しかなく、91%がモトタクシーのみのトリップであった。 

トゥルフィー利用のトリップでは、28%がミクロバスへ接続している。しかし、これは単

にミクロバス路線の代わりとして用いられているだけであり、必ずしもトゥルフィーが

ミクロバス路線を補完しているということではない。 

(7) 公共交通での移動では、一つあるいは二つのモードが利用される 

3 つ以上のモードを使用するトリップは、公共交通利用のトリップのうち 1%程度と極め

て少ない。2つのモードを使用する乗り換えを伴う公共交通利用のトリップは23%ある。

残りの 76%の公共交通利用は、乗り換えを伴わない 1 モードのみのトリップである。 

(8) 昼食のための帰宅トリップが多い 

調査対象都市圏では、昼食のため帰宅することが一般的であり、昼間の交通渋滞の一員

になっている。交通実態調査の結果では、就業者の 17.5%が昼食の一時帰宅を実施して

おり、乗用車利用が 33%を占めている。 
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図 2-30  通勤での自動車利用率 図 2-31  ゾーン別平均トリップ距離（自宅出

発のみ） 

 

2.7.2 課題 

前項の通り、調査対象都市圏では都市交通に係る様々な問題が発生している。これらの

問題点は、1）交通渋滞、2）公共交通サービス、3）インフラ、4）交通安全、5）大気汚

染の 5 つに分類できる。 

(1) 交通渋滞 

交通渋滞は、以下の通り様々な場所、時間帯に確認できる。 

 第 1 環状道路内、特に歴史的地域のピーク時間 

 ピーク時間の放射環状道路の交差点 

 開店時刻の大規模な市場周辺 

 ピーク時間の放射環状道路のような幹線道路 

 道路ネットワーク整備が不十分な地元の主要道路 

交通渋滞は、移動時間の増加をもたらしている。  
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(2) 公共交通サービス  

対象都市圏の公共交通システムには、下記のような問題がある。 

 郊外の地域コミュニティ内におけるバスルートの不足 

 バスサービスの運行頻度が低い 

 混雑地域の走行速度が遅い 

 車両による交通渋滞の発生 

 雨天時に運行頻度を減らすバスサービスがある 

(3) インフラ 

対象都市圏の道路インフラは不十分であり、以下のような問題がある。 

 郊外や地域コミュニティの未舗装道路による貧弱なアクセシビリティとモビリティ  

 ピライ川を迂回するため、ポロンゴ市と都市圏の他市との間の移動が長距離となっ

ていること 

 ラ・グアルディア市とコトカ市、ワルネス市の間を直接結ぶ道路が不足しており、

全てサンタクルス市を経由する必要があること 

(4) 交通安全 

近年、サンタクルス県内の交通事故死亡者が急速に増加している。各市の統計は得られ

なかったものの、県内の交通事故死亡者の大半は対象都市圏での事故によるものと推測

される。2012 年のサンタクルス県での人口 10 万人あたりの交通死亡者数は 31.3 人であ

り、INE のデータベースによるボリビア国の平均 15.5 人と比較して非常に高い。横断歩

道の数が幹線道路延長に対して少ないことが原因で、幹線道路上の横断者が後を絶たな

い。横断歩道以外での幹線道路横断者は至る所で確認される。 

(5) 大気汚染 

乗用車台数が急速に増加しているにもかかわらず、地理的条件や風の影響で対象都市圏

の大気汚染問題は深刻化していない。対象都市圏における都市交通起源の温室効果ガス

の増加は世界的な問題となっているが、現地では大気汚染の影響が見られず問題が顕在

化していない。一方、古い車両からの排気ガスは通行人へ影響を与えている。 
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第3章 サンタクルス都市圏の都市構造 

3.1 対象都市圏の開発ポテンシャルの分析 

3.1.1 都市圏の特徴 

サンタクルス都市圏は生活のしやすさと、交通の要衝にある立地特性、及び産業集積に

よって将来的な発展性が見込める地域である。以下に都市圏の特徴を整理する。 

項目 概要 

気候 気温は年間を通して 20～30 度前後で、寒い日もあるがボリビア

の他の地域と比較すると過ごしやすい気候である。 

地形 標高は 400m 程度で、ポロンゴやエル・トルノ、ラ・グアルディ

アの郊外を除き平坦な地形である。ピライ川とグランデ川に挟ま

れた広大な平地が、都市域の拡大を可能にしている。 

水資源 工業用水･農業用水･飲料水に地下水を使用している。短期的に

は、急速な都市化に伴う水源の汚染や水量の減少のリスクがあ

る。 

災害 自然災害の発生は極めて稀であるが、ピライ川からグランデ川に

かけての洪水や地すべりのリスクは依然として存在している。 

緑地 対象都市圏は緑豊かな地域である。サンタクルス市では 1960 年

代に緑化都市のコンセプトを掲げた計画が策定され、植林整備さ

れた公園や広場が多く、豊富な緑環境を維持している。 

交通（航空） ワルネスに位置するビルビル国際空港は全長 3,500m、幅員 45m

の滑走路を有し、中南米諸都市や国内の主要な空港と接続してい

る。利用者は近年急増しており、2015 年の総利用者数（発着総

計）は 234 万人に達した。（図 3-1） 

鉄道 都市圏の鉄道はバイモーダル駅を中心に、北、東及び南の方向に

延びており、貨物輸送に利用されている。ボリビア国政府はよる

南米大陸横断鉄道は、大西洋岸のサントス港から太平洋岸のイロ

港を結ぶ南米大陸横断鉄道の事業を計画しており、実現すれば対

象都市圏は両洋の港と接続されることになる。 

道路 対象都市圏は、国際運輸交通回廊の要衝に位置している。国道は

サンタクルス市の第 4 環状道路に接続している。 

産業 農業と製造業はサンタクルス県の主要な産業で、2014 年には県

内総生産の 18.6%と 16.6%を占めている。近年は図 3-2 のよう

に、鉱業が増加する一方で、農業と製造業は縮小傾向にある。都

市圏の GDP は集計されていないが、同様に農業と製造業が主要

な経済部門となっている。製造業も農産物加工が中心である。 

物流 調査対象都市圏は、道路、鉄道、空港、倉庫と多くの物流インフ

ラがあり、県のみならず国の物流拠点でもある。農業は物流拠点

の形成に貢献している。 

サービス業 調査対象都市圏は、金融、商業、行政の中心であり、特にサンタ

クルス市には多くの商店、事業所、銀行、ホテル、飲食店が集中

している。サンタクルス県の中心都市でもあり、Fexpocruz のよ

うな博覧会などの魅力的なイベントも多数開催されている。 

観光 対象都市圏は、ボリビア国内のラパスやほかの都市のように有名

な観光名所がないため、観光産業の魅力が乏しい。しかし、豊富



ボリビア国サンタクルス都市圏交通マスタープラン策定プロジェクト 最終報告書 

 

 
-3-2- 

な自然や歴史資源が多く、今後の観光産業の発展のポテンシャル

は高い。サンタクルスの中心部では歴史的街区や都市圏周辺部の

豊富な自然資源も、エコツーリズムの土台となり得る。ロマス・

デ・アレナは、ラ・グアルディア市のサンタクルス市との市境に

位置する 14,075 ha の広大な自然公園である。公園内には、砂丘

を含む豊富な自然環境があり、観光客のみどころの一つとなって

いる。 

市場 サンタクルス市内にはロス・ポソス市場、ラマダ市場、アバスト

市場、Plan 3000 市場などの市場があり、県はこれらの市場の移

転を計画している。（図 3-4） 

ロス・ポソス市場とラマダ市場については、既存市場の隣接地で

営業する露店業者に移転先の新しい市場で一時的または永続的

にスペースを提供する計画である。また、新しい Plan3000 市場

については、地域市場としての機能を持つ。アバスト市場は現在

の卸売市場機能を保持する市場と新しく小売機能を持つ市場の2

つに分かれる。 

 
出典: http://www.sabsa.aero/ 

図 3-1  ビルビル国際空港の乗降客数 

 
出典: INE のデータをもとに作成 

図 3-2  サンタクルス県の経済活動による GDP 比, 2005-2014 
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出典: SOPOT によって提供された GIS データをもとに作成 (2014 年) 

図 3-3  サンタクルス県の土地利用計画  

 

出典: サンタクルス市資料を元に作成 

図 3-4  市場の移転計画 
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3.1.2 開発ポテンシャル 

対象都市圏の集約農業への産業の集中が、生産物の加工産業や運輸産業、その他農業を

補完する経済活動を促進している。農業のほかにも、対象都市圏には温暖な気候や歴史、

インフラ、雇用機会、文化、災害の少なさのような強みも多い。以上のことから、都市

圏の人口は一層増加し、経済成長を遂げている。南米大陸横断鉄道やハブ空港の建設プ

ロジェクトなどの国家プロジェクトも、都市圏の経済的地位を成長させると予測される。

住宅や工業団地の開発も積極的である。 

負の側面は少ない。近年、ピライ川とグランデ川の洪水問題への対策が実施されてきた

ことに加え、更なる投資により地下水源も確保される。治安も改善されてきており、経

済成長に伴い貧困問題の解決も期待される。 

一方で、高い開発ポテンシャルによる問題が存在している。都市の成長は土地利用の変

化を加速させている。都市活動によって農業用地が都市化していき、最も重要な成長ポ

テンシャルである農業の成長を減衰させる可能性がある。 

図 3-5 は、開発ポテンシャルとその脅威についての関係を図化したものである。 

 
出典: JICA 調査団 

図 3-5  都市圏における開発ポテンシャル 
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3.2 社会経済フレーム 

3.2.1 人口  

ボリビア国の国家統計局（INE）は、ボリビア国の将来人口を 2025 年に 1,250 万人、2035

年に 1,410 万人と推計している（図 3-6）。また、サンタクルス県の将来人口は 2025 年に

373 万人と推計している（図 3-7）。一方、市別の人口については、INE は 2020 年までの

推計値を公表している（図 3-10）。 

INE が推計している出生率と人口移動率を図 3-8 と図 3-9 に示す。出生率は将来的に低

下を続け妥当と判断されるが、サンタクルス県への人口移動率については地域の経済開

発の状況にも依存するため推計は難しい。 

本プロジェクトでは極力公的な統計を基にした計画策定が求められていたため、2025 年

までのサンタクルス県の推計値は INE の推計を適用し、それ以降については INE の推計

したトレンドに加えて更なる成長が加味されるものとして推測した。図 3-11 に人口推計

の結果を示す。2035 年までに対象都市圏の人口が 100 万人増加するものとしている。 

  
出典: INE のデータをもとに作成 

図 3-6  2050 年までのボリビアの人口推計 

出典: INE のデータもとに作成 

図 3-7  国、県、都市圏の人口推計 

  
出典: INE のデータをもとに作成 

図 3-8  出生率推計の比較 

注釈: “Migration” は、流入移住者 – 流出移住者を示

す。 国内、海外の移住を含む。 

出典: INE のデータをもとに作成 

図 3-9  移住率の比較 
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出典: INE のデータをもとに作成 

図 3-10  2012 年から 2020 年までの各市の人

口推計（INE） 

出典: INE（ボリビア、2025 年までのサンタクルス県、

2020 年までの都市圏）と JICA 調査団による

推計 

図 3-11  人口推計  

3.2.2 GDP 

(1) GDP 成長率 

経済社会開発計画 2016–2020（PDES）では、2016 年から 2020 年までの年間平均 GDP 成

長率を 5.8%と想定しているが、2035 年までの長期予測については、公的な予測はない。

本計画においては、2035 年までの GDP 成長率を年間 5%と仮定した。また、図 3-13 に

示すとおり、サンタクルス県の都市圏 GDP 比率は、30%程度で推移しており、今後とも

この比率が維持されると仮定した。 

 
 

出典: 経済社会開発計画 2016-2020 

図 3-12  ボリビアの GDP 成長率  

出典: INE のデータをもとに作成 

図 3-13  サンタクルス県の GDP 比率人口当

たり GDP 

ボリビア国の 1 人当たり GDP は 2014 年で USD 3,124 である。経済成長率を 5%と仮定

し、将来の 1 人当たり GDP は表 3-1 のように推計した。 

表 3-1  1 人当たりの GDP 推計 

  2014 2020 2025 2030 2035 

GDP (2014=1.0) 1.00 1.34 1.71 2.18 2.79 

人口 (2014=1.0) 1.00 1.09 1.17 1.25 1.32 

人 口 当 た り
GDP 

(2014=1.0) 

(USD) 

1.00 

3,124 

1.23 

3,838 

1.46 

4,576 

1.75 

5,477 

2.11 

6,579 

出典: JICA 調査団 
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3.2.3 車両台数 

INE 統計によると、2012 年の対象都市圏の 1000 人当たりの車両台数は 150.5 台/千人で

ある。二輪車の台数はこの推計から除外している。この数値は、ボリビア国の 102.5 台/

千人、サンタクルス県の 113.2 台/千人と比べて高い値である。図 3-14 は 2003 年からの

車両登録台数の推移を示す。2006 年から 2008 年にかけて大きく増加しており、年平均

8.27%の成長率で登録台数が増加している。二輪車の増加率は、他よりも高くなっている。 

ボリビア国の車両登録台数と各種経済指標との間で相関を回帰分析したところ、図 3-15

に示すように実質 GDP と高い相関があり、この直線回帰による係数を利用して将来の台

数を推計した。結果を表 3-2 に示す。 

 
 

出典: INE の統計をもとに JICA 調査団作成 

図 3-14  都市圏の登録台数 

 

注: オートバイは除く。  

出典: JICA 調査団 (GDP: 世界銀行データベース, 登

録台数: INE) 

図 3-15  登録台数（ボリビア）と GDP の相

関 

表 3-2  登録台数の推計  

 2012 2015 2020 2025 2030 2035 

ボリビア（000） 

（千人あたり） 

1,061 

102 

1,268 

117 

1,721 

148 

2,276 

183 

2,985 

225 

3,889 

276 

都市圏（000） 

（千人あたり） 

275 

151 

328 

165 

445 

198 

589 

234 

772 

277 

1,006 

327 

注：バイクは除く. 

出典: JICA 調査団作成 

3.2.4 雇用 

表 3-3 は、対象都市圏の労働力人口の推計値を示す。将来においても総人口における労

働者人口の割合は、同じ数値を使用している。 

表 3-3  都市圏の労働力人口の推計 

 2012 2015 2020 2025 2030 2035 

労働者 825,954 897,023 1,015,672 1,134,927 1,258,747 1,389,637 

人口 1,829,442 1,986,855 2,249,657 2,513,800 2,788,055 3,077,969 

出典: JICA 調査団( 2012 年-2020 年の人口は、INE の推計である。) 
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3.3 開発シナリオ 

3.3.1 シナリオ設定 

戦略的環境影響評価（SEA）では、ゼロ・オプションを含めた代替案を含める必要があ

る。本プロジェクトのような総合的な交通計画では、提案されるプロジェクトは多数と

なり、その全てにおいて代替案を想定して分析する事はできない。このため、交通計画

の政策レベルでの代替案を想定し、比較検討した。

政策レベルでの代替案として、①人口配置と②公共交通整備の組合せを採用した。この

背景には、郊外における急速な宅地開発と、郊外における人口増加が進んでいる事に対

するスプロール開発への懸念がある。 

図 3-16 は宅地開発の動向を示したものである。黄色が新規の宅地開発地であるが、宅地

販売の段階であり、住宅はほとんど建っていない。しかしながら既存市街地の規模と比

較しても広大な地域が開発されている事が分かる。 

出典:市によって提供された CAD データをもとに作成

図 3-16 郊外開発

次の図は現在の場所での居住年数が 5 年以下の世帯数の割合を示したものであるが、サ

ンタクルス市と他の市との境界地域での割合が高い事が分かる。これは、これらの地域

で新規の住民が増えている事を意味しており、市街地の拡大傾向が顕著である。

20km

既存市街地

各市提供データに基づく新規宅

地開発地

観察に基づく新規住宅開発地

工業地
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図 3-17  居住年数が 5 年以下の割合  

代替案分析の目的は以下の通りである。 

 低密度市街地の拡大による負の影響を減じること  

 都市圏の農業を保護・促進すること 

このことから、市街地の拡大を抑制する政策が最も良い案と予想されるが、上記の負の

影響については個別の項目で分析する必要がある。そこで、ゼロ・オプションに加え、

上記の目的が達成する事を想定した代替案を以下のように設定した。 

表 3-4  代替案の概要 

シナリオ 概要 

シナリオ 1 

現状推移（市街地拡大） 

土地利用については何ら対策を講じないケースで、新規の宅地開発が継続し、

低密度市街地が拡大する。交通インフラも整備しないシナリオがゼロ・オプ

ションとなる。 

シナリオ 2 

開発抑制 

現在、行政が許可した宅地開発以外の開発を認めないケースで、将来人口は

既成市街地と宅地開発地が収容する。 

シナリオ 3 

既成市街地の高密度化 

新規の宅地開発地への人口定着を抑制し、既成市街地（主としてサンタクル

ス市）の人口密度を高めていくケース。 

シナリオ 4 

副都心の形成 

新規の宅地開発地への人口定着を抑制し、サンタクスル市以外の市の既成市

街地で人口を収容するケース。 

出典: JICA 調査団  
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1. 現状維持 2. 開発抑制 3. 既成市街地の高密度化 4. 副都心の形成 

    
出典: JICA 調査団  

図 3-18  代替案のイメージ  

各シナリオの人口分布を下図に示す。 

 
出典: JICA 調査団 

図 3-19  シナリオ１, 2 の人口密度 

 
出典: JICA 調査団 

図 3-20  シナリオ 3, 4 の人口密度  

都市構造のシナリオに加え、交通インフラについて道路整備型と公共交通整備型の二つ

の代替案を設定した。道路整備型はマスタープランで提案されている道路のみを整備し

たケース（ただし BRT 整備に伴う車線減はない）であり、公共交通整備型はマスタープ

ランと同じ交通インフラである。都市構造と交通インフラの代替案を組み合わせて、合

計 8 つのシナリオを準備した。 
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出典: JICA 調査団 

図 3-21  都市構造と交通インフラの代替案組合せによるシナリオの設定 

これらの代替案分析は第 4 章の SEA で記載しているが、主要な項目を比較整理すると以

下のようになった。数値は 5 段階で、その値が高いほど負の影響が強い事を示す。これ

らの数値は、あくまで定性的な分析による相対評価である。 

表 3-5  代替案分析 

 環境 道路交通 公共交通 

緑地

喪失 

水源

汚染 

温暖

化 

社会

環境 

混雑 アク

セス 

移動

性 

交通

安全 

運行

頻度 

運行

地域 

車内

混雑 

旅行

時間 

1A 5 5 5 2 5 5 5 5 5 5 5 5 

1B 5 5 5 2 5 5 5 5 5 5 5 5 

2A 4 4 4 3 5 4 5 5 4 4 5 4 

2B 4 4 3 4 4 4 4 5 3 3 4 3 

3A 2 3 4 4 5 3 4 4 3 3 5 3 

3B 2 3 2 5 4 3 3 5 2 2 4 2 

4A 3 3 4 4 4 3 4 4 3 3 5 3 

4B 3 3 2 5 3 3 3 5 2 2 4 2 

出典: JICA 調査団 

各シナリオの道路網への影響を下図に示す。 
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出典: JICA 調査団  

図 3-22  各シナリオの交通量配分（午前ピーク時） 
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3.3.2 シナリオの選定 

代替案分析の結果、Option 2B が選択された。負の影響が最も小さい案は Option 3B であ

るが、これは行政が既に許可した宅地開発への投資を抑制するものであり、既に宅地の

販売も進んでいることから社会的影響が大きく、実現困難と判断された。Option 4A と

Option 4B も環境負荷を減じるものであるが、同様の問題があり、都市圏での合意形成に

時間がかかるため採用されなかった。 

3.4 地域構造・都市構造 

3.4.1 都市圏の構造 

将来の地域構造を図に示す。既成市街地に加え、現在開発が進行している空港東部に位

置するニュー・サンタクルスを地域の核として追加している。また、サンタクルス都市

圏外となるが、ラ・ベルヒカで進行している大規模宅地開発も大きな影響があるため、

新たな地域核として位置づけた。 

 
図 3-23  地域構造  
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3.4.2 土地利用の方針 

上記の都市構造では、市街地を既存市街地と開発許可を受けた宅地開発地に限定してい

るが、将来人口に比べると市街地の面積が広い。このため全域にわたり人口を均等に配

置すると低密度市街地となる。そこで、土地利用計画の方針を以下のように定めた。 

表 3-6  土地利用計画の方針 

課題 方針 

 無計画な都市部拡大  都市部の拡大は可能な限り最小限にする。 

 環境保護区域と開発管理区域をできるだけ大き

く指定する。 

 中心地区における制御された開発  各市の中心の歴史的な街並みを、中央広場の周

りに少なくとも 3×3 ブロックは保護する。 

 各市の環状道路沿いの高密度開発（150〜200h / 

ha）を促進する。 

 道路網と都市開発の調和の欠如  計画されている広域道路網による適切な土地利

用の指定。 

 低い人口密度  公共交通ネットワークに適した高密度エリアの

適切な配分。 

 

3.5 ゾーン別社会経済推計 

3.2.1 で推計したように、対象都市圏全体の将来人口は INE の予測を基にして推計され

た。この将来人口は、下記の想定に従って各市に割り当てた。 

 現在の既成市街地における人口は現在とほぼ同様になるとする。人口成長率は年間

1%と仮定した。 

 それ以上の将来人口は、新規開発地域に割り当てた。高級住宅地が計画されている

ポロンゴ市の開発地域では 15 人/ha とし、その他の新規開発地域では 22.3 人/ha と

した。 

以上の人口分布の基準を元に、人口を大ゾーンごとに配分した。表 3-7 は大ゾーンを各

市で集計した結果である。 

表 3-7  都市圏の人口推計  

 
出典: JICA 調査団 

 

 

 

 

市 2020 2025 2030 2035

サンタクルス 1,681,032 1,796,606 1,917,180 2,044,558

コトカ 113,376 160,452 209,200 260,968

ポロンゴ 53,746 79,197 105,377 132,891

ラ・グアルディア 126,093 139,944 154,374 169,632

エル・トルノ 65,012 69,599 74,217 78,851

ワルネス 210,404 268,010 327,722 391,088

合計 2,249,663 2,513,808 2,788,070 3,077,988
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図 3-24 に、2035 年の大ゾーンの人口推計結果を示す。

図 3-24 大ゾーンの人口推計 
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